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西条市における取組概要
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統合型校務支援システムの実現

西条市では、平成28年度より「統合型校務支援システム」の全校運用を行っている。
本市の教職員らで組織する「西条市立小・中学校情報化推進委員会」とも密に連携を図り、本委
員会を通じて、帳票類のさらなる電子化や標準化を進めている。また、これを契機に学校文化の改革
も進めるなどし、その利便性と効率化を高めるための検討を重ねている。
校務支援システムにより、校務の効率化が図られるとともに、セキュリティの向上が図られ、安心・安全
な校務環境が整った。教職員のモティベーションが高まり、その満足度は非常に高い。

統合型校務支援システムポータル画面
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テレワークシステムの実現

国が推し進める「働き方改革」を推進し、教職員の負担の軽減を図るため、「テレワークシステム」を導入。
本システムにより、校務の効率化やセキュリティの向上が図られるとともに、時間や場所に囚われない校務
スタイル、ワークライフバランスが実現するなど、教職員の満足度は非常に高い。

Ｑ．テレワーク・校務支援システムは満足のいくものですか →
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調査書の電子化

既に愛媛県立高等学校に提出すべき調査書については、本市における統合型校務支援システム
の導入により、平成28年度よりその電子化が実現している。
今回、その他県内にある私立・国立等の16の高等学校、全30種類の調査書の電子化を実現し
たことで、中学校の教職員の負担軽減に繋がった。


